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赤十字ニュース in とくしま 

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
災
害

日
本
赤
十
字
社
の
総
力
を
挙
げ
た
救
護
活
動
を
展
開

　
本
年
１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登

地
方
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
７
・
６
、最
大
震
度
７
の
地
震
は
、

石
川
県
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
災
害
の
特
徴
は
、地
震
に

加
え
て
津
波
や
火
災
、大
雪
に
よ
る

複
合
災
害
と
な
り
被
害
が
激
甚
化

し
た
ほ
か
、長
期
に
わ
た
る
断
水
や

半
島
特
有
の
地
理
的
制
約
、道
路
の

寸
断
な
ど
も
救
護
活
動
の
ハ
ー
ド
ル

と
な
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
人
々
が
一
瞬
に
し
て
日
常

を
奪
わ
れ
、避
難
生
活
を
送
る
中
、

日
本
赤
十
字
社
で
は
発
災
直
後
か

ら
、全
社
を
挙
げ
て
組
織
的
に
切
れ

目
の
な
い
救
護
活
動
を
展
開
。全
国

に
あ
る
支
部
を
６
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
け
、ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
、被
災
者
に

寄
り
添
っ
た
切
れ
目
の
な
い
支
援
活

動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

徳
島
県
支
部
で
も
石
川
県
支
部

の
要
請
に
よ
り
、当
支
部
独
自
開
発

の「
要
支
援
者
用
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
」

や
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
予

防
の
た
め
の「
弾
性
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
」

を
搬
送
し
た
の
を
は
じ
め
、中
国
・

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
の
各
県
支
部
と
連
携

し
、医
師
や
看
護
師
等
で
構
成
さ
れ

る
医
療
救
護
班
を
３
班
・
28
名
、被

災
地
の
医
療
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
救

護
の
活
動
調
整
を
行
う
日
赤
災
害

医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
チ
ー
ム
を
２

班
・
６
名
、さ
ら
に
は
被
災
者
の
心
身

の
疲
労
や
避
難
生
活
な
ど
に
よ
る
ス

ト
レ
ス
状
態
の
軽
減
を
図
る「
こ
こ

ろ
の
ケ
ア
」要
員
を
５
名
派
遣
す
る

な
ど
、被
災
者
の
支
援
活
動
を
全
力

で
行
い
ま
し
た
。

　

い
か
な
る
状
況
下
で
も「
い
の
ち

と
健
康
、尊
厳
」を
守
る
た
め
に
、本

県
で
も
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や
近
年
頻
発
化

す
る
豪
雨
災
害
等
に
備
え
、こ
れ
か

ら
も「
い
ざ
」に
備
え
た
活
動
を
継
続

し
て
ま
い
り
ま
す
。

［要配慮者用］ ［乳児用］

徳島県支部では、大規模災害に備え、特に支援が必要な「要配慮
者」や「乳児」に特化したオリジナル段ボールベッドを、県内の全市
町村（地区・分区）に配備しています。能登半島地震災害では、石川
県珠洲市の避難所で、このベッドが初めて実際に活用されました。

●避難者の感想
避難所の床は毛布を敷いても
冷たく、人が歩く振動が伝わっ
てきてなかなか眠れなかったが、
段ボールベッドだと寒さや振動
などが緩和され、久しぶりにゆっ
くり眠れた。

●避難所運営者の感想
要介護の避難者に使用してもらっ
たが、普段使っているベッドと同じよ
うに使用できるので、避難者の方も
比較的快適に過ごせた。床に寝て
いる場合と比べ、介護もしやすいの
で、介護者からも好評であった。

能登半島地震避難所で初めて活用！  ―徳島県支部オリジナル段ボールベッド―

珠洲市の避難所に設置され
た背もたれ付きオリジナル段
ボールベッド

日本赤十字社の主な活動状況

⃝日本赤十字社受付額	 357億2,308万7,491円
	 （令和6年5月8日現在）
⃝徳島県支部受付額	 1億3,652万130円
	 （令和6年6月3日現在）

■日本赤十字社救護班等の活動場所

令和６年能登半島地震災害義援金

■活動概況

要所・細部に工夫を凝らした 
赤十字徳島「オリジナル」段ボールベッド

皆様の思いの詰まった義援金が多数寄せられました。
心からお礼申し上げます。

※義援金は、全額が被災地に届けられます。

●和倉小学校避難所で、被災者を診察する徳島県支部の医療救護班



　国内でも非常に多い心臓突然死。日本
で1日に約200人、7分に1人※1が心臓突然
死で亡くなっていると言われています。そ
の原因の多くは心室細動（心臓のけいれ
ん）によるもので、発生した場合は早期の
心肺蘇生とAEDによる電気ショックが救
命の鍵となります。
　AEDは2004年7月に一般の人の使用が
認められ、今年で20年となります。これま
での間に少なくとも8,000人※2もの尊い
命が、現場に居合わせた人のAEDによっ

て救われています。
　日本赤十字社徳島県支部でもAEDの一
般の使用が認められた2004年から、県内
の人が集まる公共施設等を中心に75台の
赤十字AEDを設置し、これまでに2名の方
が赤十字AEDで一命をとりとめています。
　一般にAEDの使用が認められて20年
の節目にあたり、今一度、身の回りのAED
の設置場所を確認したり、AEDの使用方
法を中心とした一次救命処置の講習を受
けて、みんなで尊い命を守りましょう。

災害に備え、「自助・共助」の力を高めませんか？ 市民によるAEDの使用が認められ、今年で20年です！
　過去の災害の教訓を踏まえ、近い
将来に発生が懸念される南海トラ
フ巨大地震等の大規模災害から、
人々のいのちを守るためには、地域
コミュニティにおける「自助」と「共
助」の力を高めることが重要です。
　日本赤十字社徳島県支部では、
災害が発生したときに予想される

被害や避難生活などの課題を具体
的にイメージしながら、いのちを守
るさまざまな方法を地域で学ぶこ
とができる「赤十字防災セミナー」
を開催しています。
　「災害への備え」の防災講話をは
じめ、自宅の危険な場所を確認する

「家具安全対策ゲーム」、また避難
者の目線で避難所生活の
一部をイメージしたカー
ドゲームを通して、避難所
を疑似体験する「ひなん
じょ たいけん」などを随
時開催しています。

令和6年能登半島地震の救護活動を振り返って

●避難所を巡回し、血圧測定を行いながら避難者の
　健康確認を行う救護員（志賀町）

●避難所を訪問して、被災者のストレス軽減を図る
　こころのケア要員（志賀町）

●石川県保健医療福祉調整本部で、関係機関と
　連携し活動を行う日赤災害医療コーディネート
　チーム（石川県庁）

●現地で支援にあたる自治体職員の心身のストレスを
和らげる徳島県支部のこころのケア要員（輪島市）

●鳴門市北灘町で開催した赤十字防災セミナー
　（ひなんじょ たいけん）の様子

●当支部で開催している心肺蘇生と
　AEDの講習会

●地域に設置している赤十字AED。　　
　実際に尊い命が救われています

■医療救護班の活動

医療救護班第1班の看護師長として、石川県七尾市、志賀
町で活動しました。現地は所々道路に亀裂や隆起が見ら
れ、家屋は一部損壊し、屋根や壁がブルーシートで覆われ、全壊している家屋も見
られました。発災から2週間が経過し、避難所のアセスメント（避難所の生活状況
確認）、公衆衛生や生活環境改善支援（段ボールベッドの設置等）、巡回診療後に
地元の医療に引き継ぐ支援、感染者の宿泊施設夜勤支援が主な活動内容でした。
本来、避難所の現状をアセスメントして可視化し、情報共有して必要な支援を行う
ことが大切ですが、現場ではマンパワーが不足し、継続的な支援が必要だと感じ
ました。また、被災されている方は疲弊していたため、今後はこころのケアが重要
になるのではないかと思いました。

今回、日赤石川県支部からの依頼で2度、日赤災害医療
コーディネーターとして活動してきました。今回の日赤災害医療コーディネート
チームは医師1名、業務調整員（事務）2名の計3名で編成し、石川県庁に設置され
た石川県保健医療福祉調整本部で支援を行いました。大規模災害時は情報の不
足により、被災地内での医療チームや災害支援物資の配分に偏りが生じることも
少なくありません。これを少しでも解消するために保健医療福祉調整本部で医療
情報をまとめて把握し、他のコーディネーターとともに医療資源の配分、収容先医
療機関の確保、避難所などでの医療救護活動の統括・調整を行うことが必要であ
り、主に日赤救護班の活動調整、情報収集を担当しました。

こころのケア要員として、被災者を支援する自治体職員や
医療従事者等をサポートするために、輪島市で5日間活動させていただきました。
横倒しになったビルや倒壊した家屋など、目の前にはテレビで見る光景が広がって
おり胸の詰まる思いでした。先の見えない復興状況の中、地震発生直後から自ら被
災者でありながら支援を継続してきた方々に対してハンドケアやリラクゼーション
を施す中、静かに眠られる方や「家に帰ると現実に戻り眠れなくなります」などの話
をされる方もおり、支援者は様々なストレス状況にある事が伺えました。傾聴するこ
としかできませんでしたが、翌日には「昨夜はひさしぶりに眠れましたよ」とお礼を
言いに来て下さる方もおり、こころのケアの重要性を再認識することができました。

■日赤災害医療
　コーディネートチームの活動
　　日赤災害医療コーディネーター
　　徳島赤十字病院  救急科部長　福田　靖

　　日本赤十字社徳島県支部  医療救護班（第1班）

　　徳島赤十字病院  看護師長　鎌田 知巳

■こころのケア活動
　　日本赤十字社徳島県支部  こころのケア要員
　　徳島赤十字ひのみね医療療育センター  看護部長

　　　　　　　　　　     隅田 優子

 石川県内の被災地で救護活動を行った、日本赤十字社徳島県支部の救護員のコメントをご紹介します。

※1 参照：日本AED財団「心臓突
然死の現状」  
※2 参照：総務省消防庁「令和5年
版 救急救助の現況 救急編」

●講習のご要望や
お問い合わせ
日本赤十字社徳島県支部 
事業推進課

（TEL：088-631-6000）まで●セミナーのご要望や
お問い合わせ
日本赤十字社徳島県支部 
事業推進課

（TEL：088-631-6000）まで



　篠原石油株式会社様から、赤十字活動支援費として20万
円をご寄付いただきました。
　同社は2020年から、お客様の「ありがとう」の回数に応じた

寄付金贈呈等の社会貢献活動を継続して行っており、今回の
ご寄付は、「令和6年能登半島地震」を受けて、災害救護をは
じめとする赤十字活動を支援しようと寄せられたものです。
　1月12日に当支部で行われた贈呈式では、篠原崇史副社長
と従業員代表の渡部龍様が、「従業員の総意で赤十字を支援
することにしました。有効に活用してください。」と寄付金を
大久保事務局次長に手渡しました。

JRCベトナムメンバーと
徳島のメンバーが国際交流

 赤十字運動月間に
「人道の灯り」ふ頭を照らす
　本年5月8日～12日、徳島市万代中
央ふ頭において「レッドライトアップ
プロジェクト」を開催しました。
　このプロジェクトは、5月の赤十字運
動月間（5月は日本赤十字社の創立月
であり、創設者アンリー・デュナン
の生誕月）を中心に歴史的建造物
や公共施設等を赤くライトアップ
することにより、先人たちが歩んで
きた人道の歴史に思いをはせると
ともに、赤十字活動への理解を深
めていただくことを目的として全
国一斉に実施しているものです。

　期間中、日没とともにふ頭内にある
アクアチッタパーク隣接の家具店「ア
クタス徳島店」壁面を幻想的に照らし、
「人間を救うのは、人間だ」と書いた
横断幕が浮かび上がりました。

　令和5年11月18日～23日、青少年赤十字
（JRC）国際交流事業で、ベトナムのJRCメ
ンバー2名が徳島県支部を訪問。「持続可
能な未来に向けた青少年赤十字活動」と
いうテーマのもと、気候変動や防災、平和
教育などについて、県内のJRCメンバーと
の交流等を通して、学びを深めました。
　ベトナムメンバーは、県内の幼稚園や
小、中、高等学校の青少年赤十字加盟校
を訪問。鳴門教育大学附属幼稚園では、
徳島大空襲で焼け残ったブランコの一部

を見学し、「ベトナムも戦争によって多くの
人が苦しんだ。二度とそのようなことが起
きないことを願っている。」と心から平和
を望んでいました。
　また、鳴門教育大学附属中学校では、
「気候変動」に関する授業に参加。地球温
暖化が起こる仕組みや対策などについて
クイズ形式で学んだほか、意見交換を行
い、地球温暖化の原因を考えるだけでな
く、その影響に備える「適応」について意識
することの大切さを学んだ様子でした。

赤十字活動支援費に
ご協力お願いします ●下の振込用紙（振込手数料は無料、金額は任意）で、お近くの阿波銀行、徳島大正銀行の本店・全支店からお振込み可能です。

　郵便局からのお振込みをご希望の方は、当支部事務局（TEL.088-631-6000）までご連絡ください。

迫り来る南海トラフ巨大地震に備えての災害救護体制の充実や、
豊かな心を育む青少年赤十字の育成は、皆様のご支援で行われております。

●気候変動について活発に意見交換
　（鳴門教育大学附属中学校）

●ブランコ見学を通して平和を考える
　（鳴門教育大学附属幼稚園）

●校内の防災設備をクイズ形式で学ぶ
　（富岡西高等学校）

●ベトナムメンバーと交流を図る小学生
　（石井町浦庄小学校）

篠原石油株式会社様が、
お客様からの「ありがとう」で社会貢献

キャッシュレス寄付!
振込以外でも、支援いただけます♩

心温まるご寄付に感謝

クレジットカード

Amazon Pay



献血ルーム アミコ 献血バス
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　徳島ヴォルティスVS.栃木SCの試合が行われた鳴門・
大塚スポーツパーク ポカリスウェットスタジアムで、献血
キャンペーンを実施しました。
　Jリーグでは「共に未来を創っていこう」を合言葉に「シャ
レン！」という社会貢献活動を実施しています。令和５年度
からは深刻な若年層の献血者減少に歯止めをかけようと

「シャレン！で献血」を始動。明治安田生命保険相互会社を
含めた3者で連携し、徳島のシャレンを盛り上げています。

　当日は、あいにくの天気ではありましたが、試合開始前か
ら多くのサポーターでにぎわう会場で、学生ボランティア
が献血への協力を呼びかけました。呼びかけには、元Jリー
ガーやけんけつちゃん、徳島ヴォルティス・明治安田生命の
マスコットキャラクターも加わり大盛況となりました。
　献血者には徳島ヴォルティスの選手サイン入り色紙が
プレゼントされ、サイン色紙を手にしたサポーターから
は、「推しの選手が当たりました！」等喜びの声が多数聞か
れました。
　受付総数50名を超える方に献血協力いただき、試合も
徳島ヴォルティスが見事勝利となりました。

シャレン！で献血

ラブラッドとは
ラブラッドは日本赤十字社と献血者をつなぐ、Web会員サー ビスです。
Webサイト・アプリ、どちらからでも献血の予約、
事前の問診回答などが可能になりました。
献血会場での混雑の回避、滞在時間の短縮、接触機会の削減ができるので、
安心で安全、より手軽に献血協力ができます。

献血予約
Webサイト・アプリから献血予約が可能！
当日予約（3時間前）※もできるので、お
近くの献血会場を選択して、手軽に献血
できます。
※献血会場によっては当日予約できない場合があります。

事前問診回答
これまで献血会場でしかできなかった
問診回答がWebサイト・アプリからで
きるようになりました。

血液検査の確認
ご自身の献血記録をいつでも確認する
ことができます。

会員特典
ご協力いただいた献血種類に応じて、献血
ポイントがたまります。また献血予約する
ことで予約ポイントも付与されます。それ
らはオリジナル記念品と交換が可能です。
その他、イベントやキャンペーン情報のご
案内や、便利な機能を多数備えています。

※ Apple および Apple ロゴは米国その他の国で登録されたApple Inc. の商標です。※ App Store は Apple Inc. のサービスマークです。※Google Play および Google Play ロゴは、Google LLC の商標です。

ラブラッドアプリは、
こちらからダウンロードください。

スマホアプリ版が
はじまりました！

献血のWeb予約の受付時間が
献血時間の3時間前に
変更になりました！
※献血会場によっては当日予約ができない場合があります。

事前問診回答はご来場される
15分以上前までに済ませて
いただくようお願いいたします。

●受付時間：	 9：30～13：00
	 14：00～17：00 
　　　　　　   （成分献血は16：00まで）
　※アミコ専門店街の開店前及び休館時は
　3Fシビックセンター広場入口か1F郵便局
　横入口をご利用ください。

●定 休 日：毎月第1・3火曜日
　※悪天候時及び年末年始には臨時休業さ
　せていただく場合がありますので、お問い合
　わせください。
●住　　所：徳島市元町1-24 
　　　　　   アミコビル3F（JR徳島駅前）
●電話番号：0120-688-950
●右の①～④の駐車場をご利用ください。
　※献血に要した時間分のサービス券を
　ご用意しております。

献血中も
TV視聴

Free-WiFi
あります

充実の
フリードリンク

●	徳島県内を巡回中の献血バスで、
	 ご協力いただけます。 
　（400ｍL献血のみ）
●電話番号：0120-688-994
●	献血バスの日程は
	 徳島県赤十字血液センター
	 ホームページでご案内しています。

人間を救うのは、人間だ。 日本赤十字社 スローガン

Instagram 始めました
献血の基準や献血スケジュール、
キャンペーン情報は
Instagramでも確認できます。

●日本赤十字社徳島県支部管内の赤十字施設をご案内します●
日本赤十字社徳島県支部事務局
徳島赤十字病院
徳島県赤十字血液センター

TEL.088-631-6000
TEL.0885-32-2555
TEL.088-631-3200

徳島赤十字ひのみね医療療育センター
徳島赤十字ひのみね医療療育センター附属支援施設
徳島赤十字ひのみね医療療育センター附属乳児院

TEL.0885-32-0903
TEL.0885-32-0903
TEL.0885-32-0555

小松島市中田町字新開4-1
小松島市中田町字新開4-1
小松島市中田町字新開2-2

徳島市庄町三丁目12-1
小松島市小松島町字井利ノ口103番
徳島市庄町三丁目12-1

●献血を呼びかけた元Jリーガーや学生ボランティア、
　マスコットキャラクター


